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V 腹部の様子が手にとるように(腹部超音波検査)

企何回できるかな? (体力測定)

τERVlEW 

親しみゃすい番組づくりを

永井宏子さん北日本放送附制作部

健康チェックで元気発見
-富山県健康増進センター-

健
康
は
、
社

会
生
活
を
富
む

う
え
で
最
も
大

切
な
も
の
の
一

つ
。
今
回
私
が

訪
れ
た
の
は
、

そ
ん
な
私
た
ち

の
健
康
づ
く
り

を
お
手
伝
い
し

て
く
れ
る
富
山

県
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
で
す
。

こ
と
で
は
、
総
合
検
診
、
健
康
増
進
、
婦
人
検
診
、
体
力
測
定
の
矢
口
コ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
、が
ま
す
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
運
動
能
力
を
測
定
す
る
体
力
測
定

{
至
。
さ
っ
そ
く
腹
筋
運
動
や
反
復
横
飛
び
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
息
が

あ
が
っ
て
し
ま
い
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な

ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
工
ア
ロ
バ
イ
ク
も
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
運
動
負
荷
に
よ
る
血
圧
や
心
電
図
の
測
定

が
で
き
る
優
れ
物
で
す
。

こ
っ
そ
し
占
戸
U
さ
つ

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
胸
部
・
胃
部
X
線
検
査
や
眼
底
検
査
、
骨
粗
緊
症
検
査

芯
ど
を
行
う
多
く
の
検
査
室
が
あ
り
、
矢
口
々
に
は
最
新
の
機
器
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
特
に
驚
い
た
の
は
、
お
腹
に
超
音
波
セ
ン
サ
ー
を

の
う

当
て
る
だ
け
で
肝
臓
や
胆
嚢
芯
ど
を
映
像
化
す
る
腹
部
超

音
波
検
査
装
置
。
こ
れ
は
、
他
の
検
査
で
は
見
つ
け
出
し

に
く
い
病
気
の
発
見
に
威
力
を
発
揮
す
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
病
気
を
予
防
す
る
た
め
、
日
頃
の
食
事
や
運
動
芯
ど

に
つ
い
て
も
栄
養
士
さ
ん
な
ど
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
検
診
車
に
よ
る
定
期
検
診
・
成
人
病

検
診
な
ど
も
実
施
。
事
業
所
単
位
で
も
受
け
付
け
て
い
る

の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
自
分
の
体
を
す
み

す
み
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
明
日
の
元
気
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

レポーター:加藤:美鈴さん(高岡短期大学)

(表紙の人)

企模型を使った食事指導

※各健診コースは、すべて日帰りで実施

胃や肺などの検査はこれで完壁 (X線検査)惨

企動脈硬化などを発見(眼底検査)

れ

一

休

一
電

土 ・日 曜日、国民の祝祭日

~ 0764 (29) 7575 

富山市蜂川373所在地

話

「
こ
の
番
組
に
携
わ
っ
て
か
ら
、
い
ろ
ん

な
事
に
関
心
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
、
県
提
供
番
組

『
こ
ん
に
ち
は

富
山
県
で
す
』
の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
五
年

余
り
に
わ
た
り
活
躍
し
て
き
た
北
日
本
放
送

の
永
井
宏
子
さ
ん
。

永
井
さ
ん
が
放
送
業
界
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
東
京
で
の
学
生
時
代
。
「
広
告
研
究
会

と
い
う
サ
ー
ク
ル
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ィ
ル
ム
の
制
作
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
放
送
局
で

の
番
組
、つ
く
り
に
も
触
れ
、
な
か
な
か
面
白

そ
う
だ
と
感
じ
た
ん
で
す
」
。
帰
郷
後
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

K
N
B

に
入
社
。
テ
レ
ビ
で
の
初
仕
事
が
「
ビ
パ
!
ク
イ
ズ
(
S
羽
年
l
H
5
年)』

の
出
題
者
役
で
し
た
。
「
あ
の
番
組
に
は
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
珍
回
答
に
お
腹
が
よ
じ
れ
て
問
題
が
読
め
な
く
な

っ
た

り
:
:
:
。
司
会
の
方
に
は
随
分
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
」
。
ま

た
、
『
テ
レ
ビ
で
お
じ
ゃ
ま
ま
い
ど
は
や

(
S
ω
年
j
H
3
年
)
」
で
は
、

気
さ
く
な
笑
顔
で
お
茶
の
間
に
楽
し
い
話
題
を
振
り
ま
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
『
こ
ん
に
ち
は
富
山
県
で
す
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
活

躍
。
「
県
政
は
、

一
般
視
聴
者
に
は
な
か
な
か
関
心
の
わ
か
な
い
分
野
で

す
。
ど
う
や
っ
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ

ま
し
た
ね
」
。
ま
た
、
取
材
を
通
じ
て
県
民
の
パ
ワ
ー
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
た
と
い
う
永
井
さ
ん
。
「
特
に
年
配
の
方
が
、

一
時
期
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
く
ら
い
元
気
な
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
若
い
人
た

ち
の
聞
に
も
、
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
始
め
て
い
て
、

頼
も
し
さ
を
お
ぼ
え
ま
し
た
」
。

さ
て
、
十
月
か
ら
は
県
教
育
委
員
会
提
供
番
組

「小
さ
な
子
大
き
な

目
明
日
の
家
族
』
(
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
)
の
制
作
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

転
身
し
、
新
た
な
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
永
井
さ
ん
。
「
番
組
制
作
は
学

生
の
頃
か
ら
の
夢
で
し
た
。
「こ
ん
に
ち
は
:
・
』
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

県
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
に
感
じ
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
意
欲
満
々
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
か
ら
離
れ
た
永
井
さ
ん
が
、
今

後
ど
ん
な
番
組
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
手
腕
に
期
待
大
で
す
。

-
・
:
:
:
表
紙
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※
『
こ
ん
に
ち
は
富
山
県
で
す
』
は
、
毎
週
日
曜
日
午
前
日
時
か
ら
放

送
中
。
新
キ
ャ
ス
タ
ー
は
金
田
亜
由
美
さ
ん
で
す
。



特
集

《

」

そ

一

田

一

県

ヘ

》

白

玉

ザ

}

.L'7f"'"，-四
人 ・ !l~.ì，~ 
，d:.， r".;. 'f 

1 .. 

"“" 咽 4序

-:':::1呈酢m=uE:I-..  

東宮御所

G 
東京国際空港

G 
富山空港

G 
名鉄トヤマホテル

G 
平和通り

北陸銀行本庖前

G 
名鉄トヤマホテル

G 
富山市芸術文化ホール

G 
名鉄トヤマホテル

t 

ー，

目 白
E雫耳
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、
守 、

Aオープニングパレー ド観覧席にご到着
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-
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2 

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
は
、
「
第
日
回
国
民
文
化
祭
と
や
ま
%
」
に
ご
臨
場
、
併
せ
て

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
九
月
二
十
八
日
(
土
)
か
ら
九
月
三
十
日
(
月
)
ま
で
の

三
日
間
の
日
程
で
ご
来
県
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
八
日
午
前
、
富
山
空
港
へ
ご
到
着
に
な

っ
た
両
殿
下
は
、
午
後
か
ら
平
和
通
り

で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
を
ご
覧
に
な
っ
た
後
、
富
山
市
芸
術
文
化
ホ

l
ル
(
オ

ー
バ
ー
ド
・
ホ

l
ル
)
で
行
わ
れ
た
開
会
式
に
ご
臨
席
に
な
り
ま
し
た
。
式
で
は
、
皇

太
子
殿
下
か
ら
「
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
催
し
に
お
い
て
、
国
の
内
外
か
ら
の
参
加

者
相
互
に
、
そ
し
て
参
加
者
と
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
聞
に
交
流
の
輪
が
広
が
り
、
メ
イ

ン
テ
1

マ
に
ふ
さ
わ
し
い
大
絵
巻
が
描
か
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
お
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
両
殿
下
は
、
同
ホ
ー
ル
で
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
九
日
は
、
ま
ず
大
島
町
絵
本
館
を
ご
訪
問
に
な
り
、
創
作
し
か
け
絵
本
コ
ン
ク

ー
ル
へ
の
出
展
作
品
や
ジ
ャ
ン
ボ
し
か
け
絵
本
の
制
作
風
景
な
ど
を
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
両
殿
下
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス
で
つ
く
っ

た
両
殿
下
の
似
顔
絵
入
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
微
笑
ま
し
い
幕

も
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

(
へ
リ
オ
ス
)
で
ヤ
ン
グ

ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
ご
覧
に
な
り
、
地
元
の
ス
キ
ヤ
キ

・
ス
テ

ィ
ー

ル

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
な
ど
を
お
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

三
十
日
は
、
ま
ず
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
「
富
山
市
立
慈
光
園
」
お
よ
び
児
童
養
護

施
設
「
富
山
市
立
愛
育
園
」
を
ご
視
察
。
両
殿
下
は
、
機
能
訓
練
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
励

む
お
年
寄
り
た
ち
に
優
し
く
お
声
を
か
け
ら
れ
た
ほ
か
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
の

交
流
の
輪
に
加
わ
ら
れ
、
あ
た
り
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
午

後
か
ら
訪
問
さ
れ
た
新
川
文
化
ホ

l
ル
で
は
、
富
山
ろ
う
者
劇
団
「
お
ん
に
よ
ろ
座
」

の
手
話
劇
を
ご
観
賞
。
同
ホ

l
ル
を
お
発
ち
に
な
る
前
に
、
劇
を
終
え
た
団
員
た
ち
に

「
練
習
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
、
励
ま
し
の
言
葉

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ご
滞
在
中
の
三
日
間
、
各
ご
視
察
先
で
の
県
民
の
熱
烈
な
歓
迎
に
、
終
始
笑
顔
で
子

を
振
っ
て
お
こ
た
え
に
な
っ
て
い
た
両
殿
下
は
、
清
々
し
い
余
韻
を
残
さ
れ
、
中
沖
知

事
ら
が
見
送
る
な
か
空
路
富
山
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

企艶やかな日本舞踊などをご鑑賞になりました。

オープニングフ工スティパルで 砂
お言葉を述べられる皇太子殿下

企富山市芸術文化ホールにご到着

3 



4
絵
本
・
つ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ご
覧

.A大島町絵本館にご到着企ジャンボしかけ絵本の制作風景をご貰

県
民
の
熱
烈
な
歓
迎
に
手
を
振
っ
て
お
こ
た
え
に

4
な
る
両
殿
下

.. -包・:1三t'ñ]四E~.ー

名鉄トヤマホテル

G 
大島町絵本館

G 
ニチマ倶楽部

G 
福野文化創造センター

G 
名鉄トヤマホテル

4 

~ 
企絵本づくりをする子どもたちに、優しくお声をかけられる両殿下

ス
キ
ヤ
キ
・
ス
テ
ィ
l
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
ス
テ
ィ
l
ル
ド
ラ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ら
れ

‘
る
両
殿
下

5 



7 

-・・・・dI=l=tli]団=E~.ー
名鉄トヤマホテル

G 
慈光園・愛育園

G 
東京第一ホテル魚津

G 
新川文化ホール

G 
富山空港

G 
東京国際空港

G 
東宮御所

3 富山を後にされる両殿下

企お年寄りのクラブ活動状況をご監

企慈光国・愛育園にご到着

3お年寄りと子どもたちの交流の輪に、にこやかに加わられた両殿下企

企ろう者劇団 「おんによろ座」の団員に労いの言葉をかけられました。

企「いつまでもお元気で」の償断幕を掲げる園児たち

6 



撮影/松田勉詩/池田瑛子

写真プレゼン卜については 16ページ参照



化祭とやま'96
「いのちとくらし-とやまマンダラ大絵巻」をテー

マに、 9月28日(土)から 10月7日(月)までの 10日間に

わたって、第 11回国民文化祭とやま'96が開催され、

県内一円に様々な分野の事業が繰り広げられました。

期間中は、富山湾上フェスティバルや立山フェス

ティバル、となみ野お祭りー援など、富山らしさを

発揮した多彩なイベン卜を展開。出演団体は、圏内

から 870団体、海外からは過去最高の 27か国 39団

体、出演者数は総勢 2万5千人を数えました。また、

観客数は約 74万人に上り、訪れた人々は自然に恵ま

れた富山で文化の秋を満喫しました。

か
者
い
怨
佳
が

、，、

に
書
簡
ぐ

J
-
J
e
p
り
l
t
p
フ
ア
ノ

ク
ロ
ス
ラ
、
ら
日
付
ザ
ッ
、ン
ヨ
、
幻
ム
ヴ

砂

イ τ砺
オ ki皮
ツ玄野
ク話に
スZL県

塁内
ア窓外
口 "Aの
l骨太

ザヱぃ鼓
ス 八のが
キ捜ちー

l 五ひだ
場 22びま
) 竺さす

る

10 

名
水
の
里
・
黒
部
で
各
茶
道

流
派
が
一
堂
に
(
名
水
茶
会

‘
宮
野
運
動
公
園
)

<4 ....郷土色と国際色に彩られたパレード(オープニング

パレード富山市平和通り)

滑
川
目
立
山
・
新
湊
の
各
会
場
を
3
元
衛
星
中
継
で
結

ん
で
展
開
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
と
の
共
生
」

4
司
(
写
真
は
滑
川
市
民
会
館
)

1 1 



青少年保護育成条例を一部改正

を

で
に
境

な
年
環

ん
少
い

み
青
よ

* ヲ崎

地
域
文
化
見
直
し
の
時
代
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富
山
大
学
教
授
(
美
術
科
教
育
)

長
谷
川
総

fls 
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との文スち定体町け行せで若のとなそ生練 O く化日んてリ原八
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化、す 濃 ツとに qだ ほ く ぬ 減 。がのかをわ波 い 言 十く明 っ とハ
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た
。
文
部
省
の
学
習
指
導
要
領
な
ど
の
内
容
は
、
殖
産
興
業
か
ら
経
済

成
長
に
お
け
る
有
為
な
人
材
育
成
を
め
ざ
し
、
西
欧
並
み
の
知
育
の
推

企

e
b
H

進
に
火
急
で
あ
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
そ
の
結
果
、
煽
り
た
て
ら
れ
た

ひ

向
都
離
部
の
風
潮
は
、
地
域
や
民
族
的
な
文
化
を
等
閑
に
付
し
て
き
た
。

美
術
関
係
の
大
学
で
は
、
今
で
も
洋
画
と
彫
塑
(
西
欧
風
写
生
彫
刻
)

が
二
大
学
科
目
と
し
て
君
臨
し
、
伝
統
工
芸
や
仏
像
、
社
寺
仏
閣
の
体

1
1
1
1
1

験
学
習
を
欠
い
た
課
程
で
学
ん
だ
人
し
か
指
導
者
に
な
れ

滋

全

寸

な
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

縫

察
部
臨

小
中
学
校
で
は
、
足
元
の
文
化
を
学
習
す
る
こ
と
よ
り
、

湖
-h

』
回
一

割

減

量

き

ゅ
う

持
♂

週
全
国
共
通
の
知
識
の
獲
得
に
汲
々
と
し
な
く
て
は
な
ら
な

膝

議

闘

い

。
昨
今
の
学
社
連
携
の
流
れ
の
な
か
で
多
少
良
い
兆
し

嗣
域
間
二
]

は
見
え
る
け
れ
ど
も
。

画・

吋.樹
九
一

司

九
一
噌

前
述
二
つ
の
体
験
に
さ
ら
に
井
波
文
化
と
の
出
会
い
を

.

.
 
守
ゐ均一
Egv
z

一F
-FU圃

主一宮
r
通
し
て
私
の
美
術
教
育
観
は

一
層
ふ
く
ら
み
を
増
し
、
伝

日
M

与
え
云
盤
崩

統
彫
刻
を
世
界
的
視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
井
波

零
議
謡

-L
Jriyソ
彫
刻
の
国
際
化
と
こ
れ
を
核
と
し
た
町
お
こ
し
の
実
践
へ

嬰
妥
持

明
九
二
議

と
ベ
ク
ト
ル
は
走
っ
た
。
い
な
み
国
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ

金

斗

の
仕
掛
け
と
実
施
協
力
、
殴
米
八
か
国
の
民
族
木
彫
刻
の

♂
官
官
序
列
単

探
訪
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ

ェ
コ
な
ど
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
組
際
機
J

鋭

淑

翠

ム
ヘ
こ
れ
ま
で
八
人
の
彫
刻
家
の
派
遣
、

『地
域
文
化
と

』

t
t
E
-
E

美
術
教
育
』
の
発
行
、

訓
練
校
に
お
け
る
初
め
て
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
な
ど
。

地
域
文
化
に
お
け
る
伝
統
と
現

代
、
地
域
性
と
国
際
性
、
民
族
性

と
普
遍
性
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
偏

狭
な
主
張
に
片
寄
る
こ
と
な
く
、

真
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
得
る
見
直

ょ
う
や

し
の
時
代
が
漸
く
や

っ
て
き
た
。

改
正
条
例
は
、

7
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
問
題
が
解

決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ブ
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
青
少
年
の
健
全
育
成

の
重
要
性
を
認
識
し
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
学
校
が
力
を
合
わ
せ
て
青
少
年
に

と
っ
て
よ
い
環
境
"つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

1 1月は全国青少年健全育成強調月間です。 ート

青少年健全育成キャラパン隊の派遣 (県下市町村へ)

青少年と環境に関する懇談会の開催(富山県民会館)

青少年育成富山県大会の開催 (ポルフアー トとやま)

記念講演 (講師:児童文学作家 灰谷健次郎氏)

県庁女性青少年課 60764 幽 44・ 31 3 8 

11月 7日

11月21日

11月28日

→ー
主な行事

問合せ

近
年
、
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
や
ツ
l
シ
ョ
ッ
ト
、
タ
イ
ヤ
ル
な
ど
に
関
わ
り
、
性
的
被
害
を
受
け
る

青
少
年
が
急
唱
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
青
少
年
に
よ
く
な
い
メ
デ
ィ

ア
の
出
現
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
青
成
に
と
っ
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
と
怠
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
有
害
な
環
境
や
行
為
か
ら
青
少
年
を
保
護
す
る
た
め
、
富
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

有
害
図
書
や
有
害
が
ん
具
類
な
ど
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

・
「
図
書
等
」
の
定
義
に
C
D
'
R
O
M
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
加
え
、
有
害
図

書
等
と
し
て
指
定
で
き
ま
す
。

・
が
ん
具
類
の
う
ち

一
定
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
自
動
的
に
有
害
が
ん
具
類
と
な

り
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
等
営
業
が
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

・
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
等
は
、
大
学
を
除
く
学
校
、
図
書
館
、
児
童
福
祉
施
設
、
都

市
公
園
、
病
院
の
周
囲
2
0
0
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
で
は
営
業
で
き
ま
せ
ん

0

・
青
少
年
に
対
し
、
利
用
カ

l
ド
を
販
売
、
交
換
、
貸
付
け
、
贈
与
ま
た
は
頒
布

す
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
県
下
全
域
(
青
少
年
の
入
場
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
の
屋
内
を
除
く
)
で
、

利
用
カ

l
ド
を
自
動
販
売
機
に
収
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
等
営
業
者
等
は
、
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
等
を
宣
伝
す
る
印
刷
物

や
物
品
を
青
少
年
に
配
布
で
き
ま
せ
ん
。

青
青
少
年
に
対
す
る
性
的
違
反
行
為
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

・
青
少
年
へ
の
み
だ
ら
な
性
行
為
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
に
対
す
る
罰
則
が
、

2
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
な
り
ま
し
た
(
こ

れ
ま
で
は

1
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

5
0
万
円
以
下
の
罰
金
)
。
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せ
a国
司

広一
J

』

1

円
H
H
H

b
画
A
P

栄
ω

県
で
は
、
住
宅
を
新
築
、
購
入
文
は
改
良
す
る
際
に
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
「
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
利
用
す
る
方
に
低
利

な
資
金
を
併
わ
せ
貸
し
す
る
も
の
で
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

融
資
利
率

1
.

一
般
利
率
3
・
7
5
%
(
適
用
住
宅
一
老
人
、
障
害
者
、
多

子
、
多
家
族
同
居
住
宅
等
)

「
笑
顔
で
つ
く
ろ
う
い
き
い
き
人
生
」
を
テ

l
マ
に
、
引
世
紀

2
.
中
間
利
率
3
・
2
5
%
(適
用
住
宅
一

U
タ
ー
ン
者
等
住
宅
)

に
向
け
て
「
日
本
一
の
健
康
県
」
と
「
い
き
い
き
い
と
し
た
長
寿

3
.

特
別
利
率
2
・
7
5
%
(適
用
住
宅
一
雪
に
強
い
住
宅
、
長

社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
い
き
い
き
と
や
ま
・
寿
社
会
対
応
住
宅
)

第

g
回
健
康
と
長
寿
の
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
(
参
加
無
料
)
融
資
額
及
び
償
還
期
間

日

時

打

月

引

日

側、

2
日
制

午
前
叩
時

i
午
後
4
時

O
新
築
・
購
入

5
0
0
万
円
以
内
(
お
年
以
内
)

場
所
富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ほ
か

O
改
良
・
中
古
3
0
0
万
円
以
内
(
叩
年
以
内
)

催

し

刊

月

引

日

側

※

い
ず
れ
も
住
宅
金
融
公
庫
借
入
資
金
の
2
八万の
1
以
内
で
す
。

県
内
高
齢
者
ア

マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
た
ち
に
よ
る
演
奏
申
込
期
間
平
成
9
年
2
月
初
日
悩
ま
で

会

・

内

海

桂

子

氏

に

よ

る

記

念

講

演

な

ど

受

付

場

所

住

宅

金

融

公

庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

刊
月
辺
日
制

問
合
せ
富
山
県
住
宅
供
給
公
社
包
0
7
6
4
1
泣

1
5
1
3
1

第

お

回

富

山

県

老

人

ク

ラ

ブ

大

会

・

第

叩

回

富

山

県

老

県

庁

建

築

住

宅

課

2
0
7
6
4
1
判

l
3
3
5
5
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軽
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凶
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命

9
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問
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制
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学

乱

W

∞
万
一
山
慢

.祭

崎

川

Y

日

朝

、

躍

引
1
1
5
5

輪

一
一
一
2
一

口

一

一

一

お

伊

生

一

一

7

0

と
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会

ま

涯

だ

A

l

1

自

り

ア

見

イ

1

9
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M-一同お

∞
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F

づ

曲

1
1
4
父

1
1
4
1
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ぱ

一

2
3

の
皆
4

芯

ご

止

り

生

く

担

問

/
M

と

く

イ

引

ラ

ク

~

日

す

L
+品
目

2
2
5
1

鰍
叩
3

山

一

鶴

間

日

開

問

盟

問

…

い

れ

合

引

削

岬

帥

鍋

師

叫

備

計

四

A
h
T
J
一

お

一

月

噌

汁

翫

印

酔

誌

印

刷

ゴ

ゴ

市

7

F

市

7
市

7
市

ア

力

フ

主

6
6
庁

内

別

せ

円
。

、

土

み

だ

お

置

日

ク

日

す

ふ

環

チ

引

吋

話

。

ぃ

北

唱

認

-
O
∞
∞

4
4

劃

劃

毘

一

一

時

劃

一

部

服

一

ま

到

U
U
耐
錦

志
田
市
一

円

三

日

立

川

川

欄
刊

誌

問

販

句

曜

快

晴

主

計

い

ん

刊

一

日

乱

一

印

刷

克

一

勧

凶

器

斡

旧

u
m
m

山
門
川
一
山
旧

，E
，E

高
官
u
談

4

法

叫
O
番
恒

ぺ

4
話
位
電

4

意
比
一
列
国
胆
ろ
週
山
が
み
国
ど
れ

ツ

読
土
う

る
等
の
館
血
血

(
(

ー
は

短

健

結

レ
時
0
斗
↑

ユ

チ

江

川
一棚、ト

番
簡

一一ト
旧
、
仇
一
一
…
ト
晴
、
乱
回
一
己
テ
ト
毎
加
毎
措
我
住
全
子
山
一
日
五
一
酎
此
動
間

町
耕

一
才
一蹴一
士

ト

-

5

4

4

相

判
る
仰

に
ン
町
h
w
h
w

ン

{
に
事

3
0
悪

ヨ
4
1
族
タ
南

4
育
し

軽

お

℃

報
汀
と
ピ

人
迭
割

0
7
4
送
ま
か
ま
金
富
、
の

変
血
ま
り
全
成

ル

U
H

問
問
問

鴨
川
知
能
臨
時
間
関m
u
閥
抗
別
品
臨
調
諜

別

酌

明
日
間
協
同
山
山
山
川
湖
町
間
品
肱
設

…
鷹
市

知

県

岡

津

加

物
価
い
消
費
山
↑
徒
費
岡
交
山
の
相
庭
じ
の
シ
齢
相
山
の
よ
育

で

の

て

テ
チ
に
い
富
「
北
「

1
1
1
1
ラ
F
県
と
毎
新
北
毎
「

都
ビ

マ
末
受

マ

血

・
県

高

魚

砺

.
物
さ
・
消

富

消

高

・
富
8
・
家
応

8
・
高
合
富
8
・
子
と

含

見
.

.

.

.

.

.

.

.

 

※

0

0

 

来
春
オ
ー
プ
ン
す
る
と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
で

は
、
県
内
の
様
々
な
分
野
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
"
つ
く
り
ゃ
相

E
交
流
を
支
擦
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

と
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ

る
グ
ル
ー
プ
等
を
随
時
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

み
の
り
豊
か
な
男
女
協
同
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
グ
ル
ー
プ
等
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

川
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
も
の

ω特
定
の
宗
教
及
び
政
治
活
動
、
営
利
活
動
を
目
的
と
し
な
い
も
の

ω富
山
県
内
で
活
動
し
て
い
る
も
の

応
募
方
法
県
庁
女
性
青
少
年
課
に
申
込
書
を
請
求
の
う
え
応
募

応
募
・
問
合
せ
県
庁
女
性
青
少
年
課

干

9
3
0
1
m

富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

2
0
7
6
4
l
M
H
1
9
6
1
7
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-
児
童
扶
養
手
当

支
給
要
件

次
に
あ
て
は
ま
る
児
童
(
叩
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の

3
月
引
日

ま
で
の
方
、
ま
た
は
初
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
方
)
を

監
護
し
て
い
る
母
、
あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
等

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

5
0
0点
を
展
示
し
、
時
代
の
変
遷
を
辿
り
ま
す
。

ま
た
、
明
治
初

1
刊
年
代
に
子
ど
も
た
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
っ
た

人
形
や
女
の
子
が
よ
く
遊
ん
だ
着
せ
替
え
人
形
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
什
月
時
日
出

i
平
成
9
年
1
月
叩
日
間

展
示
場
所
富
山
県
こ
ど
も
み
ら
い
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
富
山
県
こ
ど
も
み
ら
い
館

2
0
7
6
6
1
日

1
9
0
0
0

ロ
月
4
日
か
う
の
人
権
週
間
に
先
立
ち
、
差
別
の
広
い
住
み
よ
い

社
会
の
実
現
と
正
し
い
人
権
思
想
が
広
く
県
民
の
聞
に
普
及
す
る
た

め
人
権
週
間
記
念
講
演
会
l
講
演
と
映
画
の
集
い
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
也
月
2
日

叩

午

後

1
時
叩
分

i
午
後
4
時

黒
部
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

(
コ
ラ
l
レ
)

-
ロ
月
3
日
開

午
前
9
時
加
分

i
ロ
時

氷
見
水
産
セ
ン
タ
ー

・
講
演
筑
波
大
学
教
授
菱
山
謙
二
氏

(演
題
「
人
権
・
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
」
)

.
人
権
啓
発
映
画

黒
部
会
場
「
愛
は
海
よ
り
深
く
」

氷
見
会
場
「
花
束
」

県
庁
県
民
生
活
課
企

0
7
6
4
1
糾

1
9
6
4
6

内

'*' 毛ヨF

問
合
せ

①
圏
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
母
ま
た
は
養
育
者
が
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
き

③
母
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
(
事
実
上
の
婚
姻
関
係
を
含
む
)
等

な
お
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら

5
年
以
内
に
認
定
の
請

求
を
し
な
い
と
手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い

0

.
特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
要
件

精
神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上
の
障
害
を
も
っ
児
童
(
却
歳
未

満
)
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
手
当
も
、
市
町
村
役
場
窓
口
に
て
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
請
求
者
及
び
扶
養
義
務
者
に
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
市
町
村
の
児
童
扶
養
手
当
担
当
窓
口

土
の
造
形
作
家
と
し
て
、
独
自
の
創
作
活
動
を
展
開
し
、
国
際

的
芯
舞
台
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
伊
藤
公
象
の
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
土
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
に
よ
る
、
空
聞
を

生
か
し
た
造
形
を
、
今
日
ま
で
の
代
表
作
と
意
欲
的
な
新
作
で
た

ど
り
ま
す
。

会

期

什

月

2
日
出

i
ロ
月
什
日
制

休

館

日

什

月

4
日
を
除
く
月
曜
日

観

覧

料

一

般

7
5
0
円

(
6
0
0
)
円

高
・
大
生

5
0
0
円

(
4
0
0
)
円

小
・
中
生

3
0
0
円

(
2
5
0
)
円

(
)
内
は
、
初
人
以
上
の
団
体
料
金

富
山
県
立
近
代
美
術
館
8
0
7
6
4
1
引

1
7
1
1
1

問
合
せ

「
稀
少
植
物
の
保
護
と
植
物
園
」
を
テ
ー
マ
に
、
絶
滅
の
お
そ
れ
が

あ
る
植
物
を
ど
う
保
護
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
専
門
家
を
迎
え
て
議

様
々
な
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
実
践
家
や
地
域
住
民
、

そ
れ
う
を
支
援
す
る
行
政
担
当
者
等
が
、
地
域
活
性
化
を
い
っ
そ

う
推
進
す
る
た
め
情
報
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
刊
月
引
日
附

午
前
9
時
叩
八
刀

1
午
後
5
時

高
岡
市
民
会
館

刊
月
包
日
制

午
前
9
時

i
午
後
3
時

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
l
タ
ニ
高
岡

地
域
づ
く
り
全
国
交
流
会
議
高
岡
実
行
委
員
会
事
務
局

窓

0
7
6
6
l
初

1
1
2
2
4
・
1
2
2
6

問
合
せ

14 

論
し
、
現
在
の
植
物
園
の
持
つ
役
割
を
考
え
ま
す
。
(
参
加
無
料
)

日

時

世

月

1
日
間

午
後

1
時
i
午
後
5
時

所
富
山
県
中
央
植
物
園
研
修
室

長
清
水
建
美
(
金
沢
大
学
教
授
)

黒

川

遁

(富
山
県
中
央
植
物
園
園
長
)

土
田
勝
義
(
信
州
大
学
教
授
)

牧

雅

之

(福
岡
教
育
大
学
助
教
授
)

富
山
県
中
央
植
物
園

宮

0
7
6
4
1
m
1
4
1
8
7

座場パ
ネ
リ
ス
ト

ほ
か

問
合
せ

入
場
は
自
由
で
す
の
で
多
数
の
応
援
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
応
援
の
方
も
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
方
式

で
す
。

日

時

場

所

競
技
種
目

問
合
せ

日
月
別
日
叩
午
前

9
時

小
杉
町
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

川
4
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ωレ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ω体
験
コ
ー
ナ
ー

(
テ
ィ
ー
ポ
ー
ル
、
ダ
|
ツ
)

富
山
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
女
性
委
員
会
事
務
局

8
0
7
6
5
l
包

1
1
2
6
3

。
造
形
発
見
体
験
広
場
「
ふ
れ
る
」
開
催

富
山
県
こ
ど
も
み
ら
い
館
で
は
、
「
ふ
れ
る
・
さ
わ
る
」
を
テ

ー
マ
に
造
形
発
見
体
験
広
場
を
開
催
し
ま
す
。
羊
毛
を
使
っ
た
ポ

ー
ル
作
り
や
パ
ラ
フ
ィ
ン
ろ
う
の
感
触
を
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
キ

ャ
ン
ド
ル
作
り
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

開
催
期
間
什
丹
市
日
出

i
m
M
月
幻
日
叩

午
前
9
時
初
分

1
午
後

5
時

(火
曜
日
と
月
の
第
4
水
曜
日
は
閉
館
)

参
加
費
等
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
制
作
コ
ー
ナ
ー
で
は

1
0
0

円
1
3
0
0
円
の
材
料
費
が
必
要
。

。
駄
菓
子
屋
の
お
も
ち
ゃ
た
ち

明
治
時
代
か
ら
今
日
ま
で
駄
菓
子
屋
で
売
ら
れ
て
き
た
お
も
ち
ゃ

問
合
せ

人
若
返
り
祭
り
芸
能
大
会
な
ど

伽
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団

8
0
7
6
4
1
但

1
6
0
1
0

日 曜日 献血場所 時間

l 日 高岡サティ前 1 0:00~16 : 00 

14 土 富山アピタ前 1 O:OO~ 1 6:30 

15 日
富山アピタ前 1 O :OO~ 16:30 

富山西武前 1 O :OO~ 16:30 

22 日 大島町アブリオ 1 O :OO~ 1 6:00 

24 火 ハイトマト呉羽東匹前 1 O:OO~ 16:00 

29 日 富山アピタ前 1 O :OO~ 1 6:00 

30 月 富山西武前 1 O:OO~ 1 6:00 

15 

ef 12月街頭献血日程



を

吹

き

と

ば

す

若

者

た

ち

の

熱

ハイ，
~個、

国
際
電
話
を
か
け
た
と
し
て
、

使

っ
た
覚
乏
の
な
い

日
間
際
電
話
の
請
求
書

面

高
額
な
請
求
書
が
き
ま

ド

し
た
。
家
族
に
聞
い
て
も
誰
も
国
際
電
話
な
ど
か
け
て

い
な
い
と
い
い
ま
す
。
伺
か
の
間
違
い
な
の
で
し
ょ
う
か
?

? 

最
近
、
こ
の
よ
う
な
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
国
際
電
話
と
は
知
ら
ず
に
ア
ダ
ル
ト
情

報
番
組
に
電
話
を
か
け
た
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
番

組
の
電
話
番
号
は
、
成
人
向
け
の
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
国
際
電
話
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
「c
c
-
a
I
8
'
×
×
×
×

×
×
」
と
い
う
番

号
を
例
に
と
れ
ば
、
本
来
こ
れ
は
「

0
2ふ凶∞ー
×
×

×
×
×

×」

と
記
載
す
べ
き
も
の
。
こ
の
場
合
、
電
話
番
号
の
最
初
が
「

0
2」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
国
際
電
話
で
あ

り
、
国
際
電
話
料
金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

他
に
も
、
電
話
番
号
の
最
初
が

「C
C
主
」
「
c
c
a
E

と
な

っ
て
い

る
も
の
は
全
て
国
際
電
話
な
の
で
注
音
ム
し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、

K
D
D
な
ど
の
国
際
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
会
社
が
こ
の
よ
う
な
ア
ダ
ル
ト
情
報
番
組
の
利
用
を
規
制

し
た
り
、
利
用
者
の
事
前
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
の
み
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
電

話
の
契
約
名
義
人
か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
国
際
電
話
の
取

り
扱
い
自
体
を
停
止
す
る
こ
と
は
で
き
る
よ
う
で
す
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(お
)
2
7
7
7

Q
U門
/
」
門

d

円。、

(
白
)

晩
秋

の
冷
気

磐

持

大

会

-------一〉一一
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-R長
寿
番
組

『ビ
パ

ー
ク
イ
ズ
』
で
の
子

供
た
ち
の
珍
回
答
。
「
朝
一
番
、
教
室
で

あ
い
さ
つ

か
わ
す
挨
拶
は
?
」
「
気
を
つ
け
!
」

|

「
み
ん
な
か
ら
見
て
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の

お
母
さ
ん
を
何
と
呼
ぶ
?
」
「
お
ヨ
ネ
さ

ん
!
」
O

H

問
題
を
読
む
お
姉
さ
ん
M

を

う
主
ず

抱
腹
絶
倒
さ
せ
た
の
も
領
け
る
。
そ
ん
な

永
井
宏
子
さ
ん
が
今
取
り
組
む
の
が
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
考
え
る
番
組

『明
日
の
家
族
」。

ビ
バ

!
ク
イ

ズ
で
の
経
験
を
大
い
に
生
か
せ
る
り

(K
)

は

や

女
風
邪
が
流
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
い
つ
も
流
行
に
乗
り

遅
れ
、
周
囲
か
ら
風
邪
の
話
題
が
消
え
る
頃
、
凝
縮
さ
れ

た
「
濃
い
」
風
邪
に
か
か
っ
て
し
ま
う
自
分
。
こ
れ
か
ら

益
々
寒
く
な
る
が
、
こ
の
号
が
出
る
頃
、
や
っ
ぱ
り
「
濃

い
」
風
邪
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
皆
さ
ん
、
体

調
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

(A
♂
)

女
県
内
各
地
を
ご
訪
問
に
な

っ
た
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
。

一
目
見
ょ
う
と
出
か
け
た
方
も
多
い
の
で
は
?
私
も
国

民
文
化
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
の
と
き
、
母
と
一
緒

に
人
混
み
で
溢
れ
た
沿
道
に
陣
取

っ
た
。
い
つ
の
間
に
か

見
ず
知
ら
ず
の
人
と
雑
談
が
始
ま
り
、

グ
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

の
母
H

の
よ
う
に
、
雅
子
さ
ま
に
つ
い
て
事
細
か
に
語
る

人
も
現
わ
れ
た
。
お
か
げ
で
二
時
間
の
待
ち
時
間
は
、
あ

っ
と
言
う
聞
に
過
ぎ
去
っ
た
の
で
あ
る
・
:
。
(A
♀
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真

を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 

センチ)でプレゼン卜します。希望される

方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込

みください。平成8年12月24日消印有効です。

富
山
県
広
報
課

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

什
月
号
係
あ
て

同凶団団団〔
〕

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

年
齢

J=-亨文、

(
新
湊
市
寺
塚
原
)

毎
年
十
一
月
二
十
二
日
に
な
る
と
、
新
湊
市
の
寺
塚
原
で
は
、
青
年
団
員
ら
が

米
俵
を
肩
に
持
ち
上
げ
て
力
を
競
う
恒
例
の
「
磐
持
大
会
」
が
行
わ
れ
る
。

当
日
の
晩
、
会
場
と
な
る
公
民
館
で
は
、
青
年
団
O
B
ら
に
よ
っ
て
新
米
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
が
詰
め
込
ま
れ
た
米
俵
が
つ
く
ら
れ
る
。
競
技
は
ま
ず
青
年
団
長
が
重

さ
六
十
キ
ロ
(
四
斗
入
)
の
俵
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
に
始
ま
り
、
続
い
て
新
入
団

員
か
ら
順
に
俵
を
持
ち
上
げ
て
い
く
。
そ
の
後
、
七
十
五
キ
口
(
五
斗
入
)
、
九

十
キ
ロ
(
六
斗
入
)
、
百
五
キ
ロ
(
七
斗
入
)
、

百
二
十
キ
ロ
(
八
斗
入
)
と
次
第
に

重
く
な
る
。
五
斗
入
り
の
俵
を
持
ち
上
げ
て
初
め
て
一
人
前
の
男
と
し
て
認
め
ら

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
皆
必
死
だ
。
上
半
身
裸
で
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
若
い
男
た
ち
に
、
周
り
か
ら
叱
時
激
励
の
声
が
飛

び
交
う
ロ
思
わ
ず
、
「
こ
う
や
っ
て
上
げ
る
ん
だ
l

」
と
飛
び
入
り
で
実
演
す
る

O
B
た
ち
。
そ
の
鮮
や
か
な
持
ち
上
げ
方
に
習
っ
て
懸
命
に
が
ん
ば
る
若
者
た
ち
。

会
場
に
は
熱
気
が
満
ち
溢
れ
る
。

今
年
で
百
二
十
六
回
目
を
迎
え
る
と
い
う
こ
の
大
会
。
『
磐
持
』
と
い
う
名
は
、

昔
、
石
を
持
ち
上
げ
て
力
比
べ
を
し
て

い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
今
も
寺
塚
原

れ
ん
と
く

じ

神
社
と
蓮
徳
寺
の
間
に
あ
る

『磐
持
場
」

に
は
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
石
が
残
っ

て
い
る
と
い
う
。

賑
や
か
な
場
内
で
は
、
五
穀
豊
穣
に

感
謝
し
て
、
お
に
ぎ
り
や
大
豆
を
す
り

潰
し
て
つ
く
る
ゴ
ウ
汁
な
ど
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
老
若
男
女
の
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
初
期
に
つ
く

ら
れ
た
百
六
十
五
キ
ロ
と
い
う
記
録
は

未
だ
破
ら
れ
て
い
な
い
。



決定

県
広
報
と
や
ま

本県水産業のイメージアッフと魚の消費拡大を図るため、このたび“富山県のさかな"を選

定。県のイメージに合うことや知名度が高いことなどをポイン卜に、次の3種に決定しました。

平
成
8
年
日
月

富山湾の王者ブリ
11月から 1月にかけて漁獲される。

小さいものから順に、「ツパイソ(コズクラ)J、
「フクラギム「ガンドム「ブリ」と呼び名を変える

出世魚。青白く光る背中に銀白色の腹、頭から尾

にかけて走る黄色の縞模様、そして精惇な顔つき

には、「富山湾の王者」としての風格が漂う。

産卵前の脂がのった「寒ブリ」は特に美昧しく、

珍重されている。

企
画
発
行
富
山
県
企
画
部
広
報
課
富
山
市
新
総
曲
輪
l
a
7

富山湾の神秘ホタルイカ
3月から 6月にかけて漁獲される。

深海性だが、この時期は産卵のために富山湾沿

岸を群遊する。体には多くの発光器を持ち、暗闇

で青白く光る様は幻想的。なぜ発光するかについ

ては、威嚇、幻惑、えさ寄せなど様々な説がある

が、詳しいことは未だ解明されておらず「富山湾

の神秘」となっている。

桜煮や酢日未噌あえなど、富山の春の食卓を飾る

代表的な昧覚である。

富山湾の宝石シロ工ビ
4月から 11月にかけて漁獲される。

「あいがめjと呼ばれる富山湾特有の深い海底

谷に生息し、富山湾が世界唯一の漁場となってい

る。生きているものは透明な淡いピンク色でとて

も美しく、「富山湾の宝石」と呼ぶにふさわしい。

寿司やかきあげとして食され、その日未は絶品で

ある。

県庁水産漁港課

ft0764( 44)3294 
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